
12 月 20 日（金） 

わたしが人間という身分になって、もっとつつましい境遇で

誕生したとき、わたしの栄光は、わずかな人々以外には隠さ

れていた。 

ときおり、栄光が一条の光のようにわたしから輝き出ること

があった。とくに、わたしが奇跡を行いはじめてから―。 

十字架につけられて命の終わりが近づいたとき、わたしは、

父なる神のご計画に許された以上に、わたしの力を行使する

ことはなかった。 

そして人々から‟お前の神としての力を見せてみろ”と挑発さ

れ、嘲
あざけ

られた。 

わたしはどの時点でも、わたしを救うために天使の軍団を呼

び寄せることができたのだ。 

殉教に直面している者が、そうしようと思えば自由の身にな

れるとしたら、どれほどの自制心が必要とされることだろう。 

これはすべて、あなたが今、享受しているわたしとの関係を生

みだすために必要なことだった。 

栄光に満ちたわたしの存在を世界に宣べ伝えることで、あな



たの人生をわたしへの賛美の歌としなさい。 
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【新改訳 2017】 

ヨハネ 2:11  

イエスはこれを最初のしるしとしてガリラヤのカナで行い、ご

自分の栄光を現された。それで、弟子たちはイエスを信じた。 

ルカ 23:35 

民衆は立って眺めていた。議員たちもあざ笑って言った。「あ

れは他人を救った。もし神のキリストで、選ばれた者なら、自分

を救ったらよい。」 

ルカ 23:36  

兵士たちも近くに来て、酸いぶどう酒を差し出し、 

詩篇 92:1  

【主】に感謝することは良いことです。いと高き方よあなたの

御名をほめ歌うことは。 

詩篇 92:2  

朝にあなたの恵みを夜ごとにあなたの真実を告げることは。 

詩篇 92:3  



十弦の琴に合わせ竪琴の妙なる調べにのせて。 

詩篇 92:4  

【主】よあなたはあなたのなさったことで私を喜ばせてくださ

いました。あなたの御手のわざを私は喜び歌います。 

詩篇 92:5  

【主】よあなたのみわざはなんと大きいことでしょう。あなたの

御思いはあまりにも深いのです。 

 

 


